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食品の安全確保の仕組み食品の安全確保の仕組み
事業者等の取組

生 産

加工･流通

小 売

消 費

輸 入

自主衛生管理
・農薬適正使用・記帳

・動物用医薬品の適正
使用等

自主衛生管理
（輸入）
・検疫所への届出
・検疫所の検査

食品検査体制

・農産物等安全検査
・養殖魚検査
・食肉等の検査

（農薬、動物用医薬
品等）

・収去検査
・食品安全試買検査
・健康食品の試買検査

（食中毒の原因菌、農
薬、食品添加物、化学
物質等）

家庭での衛生管理 2



３点セットによる農産物の安全確保体制３点セットによる農産物の安全確保体制

生産者

行政(群馬県) 出荷団体等出荷団体等

農薬使用状況の記帳

(農薬適正使用条例)

３重の
安全確保

行政検査
食品安全検査センター等

自主検査
厚生労働大臣
登録検査機関
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ぐんまの食品検査体制ぐんまの食品検査体制

食品安全検査センター 衛生環境研究所 食肉衛生検査所 農業技術センター

食品の成分規格等の検査
・理化学検査
･微生物検査

・食中毒（細菌、ウイルス
等）検査

・食品の微生物学的検査

・と畜検査（牛、豚等）
・食鳥検査
・ＢＳＥ検査
・食肉中の残留有害物質
検査

生産・出荷段階における
農林畜水産物の放射性
物質検査

農業事務所 保健所（保健福祉事務所） 薬務課食品安全課

生産段階の県産農産
物等をサンプリング

食品衛生法に基づく収去

食中毒・不良食品・苦情の受付

健康食品を
買い上げ

小売段階の
食品を買い
上げ
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農薬関係



平成１５年４月食品の安全性を確保するための検査業務を一元的に担う機関として設置
(前橋市上沖町）

職員数：１４名で構成（薬剤師、獣医師、農芸化学技師等）

○組織
・食品・医薬品検査係
・残留農薬検査係
・食品微生物検査係

施設見学や研修（体験

型実習）を随時行っており
ます。事前予約、常時、承
り中
問い合わせ(申し込み）先
食品安全検査センター
電話：０２７－２３４－５２５６

ＦＡＸ :０２７－２３４－８４３８
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食品安全検査センター



食品供給行程の各段階でチェック食品供給行程の各段階でチェック

１ 生産段階でのチェック１ 生産段階でのチェック

農産物等安全検査（技術支援課）
～群馬県農薬適正使用条例に基づく検査～
県内産農産物 年間１００検体実施
検査品目：トマト、こんにゃくいも、ねぎ、なし等

条例に基づく生産段階の検査は、全国で群馬県が最初条例に基づく生産段階の検査は、全国で群馬県が最初

6



２ 加工・流通・小売段階でのチェック２ 加工・流通・小売段階でのチェック

収去検査（衛生食品課）
～食品衛生法に基づく検査～
保健所等の食品衛生監視員が、製造工場や店舗から
食品の提供を受け実施
年間１，４００検体以上実施
検査項目：細菌、残留農薬、食品添加物、放射性物質等
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３ 消費者の要望を反映した小売り段階での
チェック

３ 消費者の要望を反映した小売り段階での
チェック

食品安全試買検査（食品安全課）
～消費者の視点による群馬県独自の検査～
県内で販売・消費されている食品について、店舗で買い
上げた食品を検査
年間２００検体実施
検査項目：残留農薬、食品添加物、放射性物質等



緊急時の体制緊急時の体制

食品安全検査センター

随時公表

保健福祉事務所↔
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残留農薬の検出

残留農薬基準値超過

〔当該販売者に対する措置〕
「販売禁止命令」、「回収命令」等

技術支援課（生産環境室）

蚕糸園芸課・食品安全課

衛生食品課・管轄農業事務所

生産段階 流通段階

食品安全課 ・ 技術支援課

蚕糸園芸課・管轄農業事務所

県庁農薬緊急事案対策チーム 管轄地域農薬緊急事案対策チーム

農薬使用者への立入り検査

当該生産者への
指導・連絡相談

分析依頼

分析結果

分析依頼

分析結果

技術支援課

衛生食品課収去検査



検査区分 検査
検体数

うち輸入品検
査検体数

検査
項目総数

違反
検体数

生産段階 県条例に基づく検査 １００ － ２４，１００ ０

加工・流通・小売
段階

食品衛生法に基づく
収去検査

７８ ４３ ２０，２４４ ０

小売段階 食品安全試買検査 ４１ １５ １０，８４５ ０

合計 ２１９ ５８ ５５，１８９ ０

群馬県内の残留農薬検査
（平成２５年度）

・１検体あたり２４１項目の農薬を検査
・輸入品検体のうち主な原産国：米国、中国、
スペイン、オーストラリア、フランス、タイ等
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検査機関 検査項目 検査検体数 違反検体数

衛生環境研究所 残留有害物質モニタリング ３１ ０

食品安全検査センター （理化学検査）

食品添加物、残留農薬、有
害汚染物質、アレルギー物
質、遺伝子組換え食品等
（微生物検査）
細菌検査

１，５９４ １

食肉衛生検査所 動物用医薬品検査、
有機塩素系農薬検査

５６０ ０

合 計 ２，１８５ １

群馬県内の食品検査結果
（平成２５年度）

※県内中核市委託検査結果を除く
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群馬県食品安情報センター http://www.pref.gunma.jp/05/d6310046.html

ご清聴ありがとうございました

ここを
「ぽちっ！」

と
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